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教育の提供までの流れ

把握
コーディネート

教育の提供方法

● 「把握」、「コーディネート」、「教育の提供方法」の３つの重要な

ステップがある。

入院した高校生を把握する

〇 現在、多くの教育委員会が教育支援を行った高校生などの把握に努めている。
〇 しかしながら、年度毎の支援実績調査による把握が大多数で、入院時点でリア
ルタイム把握している都道府県は、まだまだ少数なのが現状。

1st step

「支援できたはずの生徒」をなくすために、しっかりと把握できる体制作りを進める

地域毎の教育委員会・学校、病院等の事情
も踏まえて、話し合いながら、協力して体制

作りを進めることが重要

＜理想的な１例＞
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コーディネーターを決める

〇 入院した高校生などに教育支援を行うには、入院している生徒とその保護者、
実際に教育を提供する高校および教諭、病状に応じて対応するために生徒の健
康状態を把握している医療従事者、教育支援のために必要な環境を提供する医
療機関など多くの人々が協働しなくてはならない。

〇 自校の生徒が入院するという経験を持つ学校や教諭は、それほど多くない。

ある程度の経験をもつ教育委員会の職員や特別支援学校教諭などが
コーディネーターとして関係者を主導し円滑に調整していくことが必要

2nd step

教育の提供方法を決める

〇 実際の教育支援には、在籍校の教諭による訪問教育や病院の院内学級の教
諭が支援するなど、いろいろな支援方法がある。

〇 近年では ICT（情報通信技術）の発達による遠隔教育も重要な支援方法に。

3rd step
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